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9 - V - 2015 岡崎市茅原沢町：1J'. 

ミカワ1J'2 i年( 1黒J'1黒早l赤早） ．

1 0 - V - 2015 岡崎市大柳町： 3 J'J'1早 ．

1 0 - V - 2015 岡崎市蔵次町： 3 J'J'.

オオオサl早

1 0 - V - 2015 岡崎市駒立町：1J'. 

1 0 - V - 2015 岡崎市新居町： 3 J'J'1早．

1 7 - V - 2015 岡崎市生平町：1J'. 

クロカタビロオサムシの大発生は、 鱗翅類の幼

虫の大発生との関係が原因とされることが多い

が、 本種が他のオサムシ類と同様に年l化の生活

環を持っているとすると、 その年の春に鱗翅類幼

虫が多いだけでは、 クロカタビロオサムシの大発

生を説明するのは難しいように思う。 少なくとも

複数年において、 餌資源である鱗翅目幼虫の大発

生が見られ、 本種も増加してきたと考えるのが自

然ではないだろうか。 今後は、 翌年以降の発生状

況、 さらにこのような本種の大発生が見られる地

域的な広がりにも注視していきたい。

引用文献

大平仁夫 ．2015．昆虫の異常発生を記録に残しましょう ．

三河の昆虫Nu62,p.850 ． 三河昆虫研究会

鈴木栄二 ， 2015.岡崎市におけるクロカタピロオサムシの

採集例 ． 三河の昆虫No62.p.842 ． 三河昆虫研究会

茶臼山高原でヒサマツミドリシジミを確認

愛知県のヒサマツミドリシジミChrysozephyrus

hisama tsusan usは、 県東部の豊川・天竜川水系に

は広く分布する。 生息地は主に食餌植物のウラジ

ロガシでの越冬卵の確認によるもので、 まだ成虫

の記録 は少ない。

2015年7月1l H、 北設楽郡豊根町坂宇場御所

平茶臼山高原(1215m) で l tを採集した。 筆者

がAM8:30頃に駐車場で休憩中、 敏速に飛来して

きて舗装道路上に静止、 日光浴をした個体であっ

た。 その後、 同地点から約400 m離れた場所でも

別の1個体（t)を確認したが、 捕獲には至らな

かった。

また、 筆者はこの1週間前の7月4日にも、 同

じ山系の約8.5km 離れた設楽町津具桧原面ノ木峠

でも1(!'を採集した。 面ノ木峠で成虫が初めて記

録 （鈴木・中野(19 90)) された当時は、 中国地

方でブナより越冬卵が得られた記録（油井(1979))

が出ていたため、 ブナ林のある当地でも発生が考

えられていた。 その後も成虫は少ないながらも散

発的に記録されている。

しかし、 これらの山域が水源となっている津具

川や坂字場川の約15km下流の新豊根ダムのみど

り湖周辺は本種の発生地が多く、 成虫が羽化後に

大曽根 剛

長距離を飛翔して周辺の尾根部に集まる場所が点

在する（筆者未発表資料）。 筆者の採集した 2個

体はいずれも中破した個体であったことや、 茶臼

山高原や面ノ木峠ではウラジロガシの自生がない

ことから、 みどり湖周辺で発生した成虫の飛来域

が、 面ノ木峠や茶臼山高原にまで達しているもの

と考えられる。

文献

鈴木・中野（1990)愛知県のミドリシジミ類 一 追加記録

および訂正 一 ． 佳香蝶 ．42(164):1-2. 

油井秀臣（1979)中国地方遠征隊列伝． 月刊むし ． （95):19-26. 

茶臼山で確認されたヒサマツミドリシジミり
左：左翅表面 右：同裏面
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図2. A:オナガミズスマシ；交尾器， B:キボシケシゲンゴロウ， c:ハセガワダルマガムシ
，

D:ホンシュウセスジダルマガムシ ， E:ツヤヒラタガムシ ， F:キイロヒラタガムシ
，

G:マルヒラタドロムシ属の一種 ， H : Macrosaldula属の一種 I :ナベプタムシ
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—←個体数

-*—最潟i気温

一幾低気'1il

する個体が多くなるのではないだろうか。

・昼の時間が徐々に身近くなることによって， 体

内ホルモンの影轡で， 産卵行動が促され， 1 0 

月2日頃には産卵が終了し， 体力が低下するこ

とによって， 徐々に死滅する個体が多くなるの

ではないだろうか。

，

 

おわりに

8
 

考察

• 9月上旬になって最低気温が1 8度を下回ると

夏眠から覚め， 蜜を求めて小呂湿地に飛来し．

今年は， 飛来する個体が1 0月2日に最も多く

なった。

• 9月下旬から1 0月上旬には 盛んな追飛行動

が見られ ． そのことによって体力が低下し ，

1 0月2日を過ぎると， 最低気温が1 3度を下

回るようになり ， 夜間の体温低下によって死滅

小呂湿地には， アザミ類やフジバカマなどの吸

蜜植物が多く． ヒョウモンチョウ類だけでなく，

オオチャバネセセリ ． オオヒカゲなど， 貴重な蝶

類が飛来する環境が残されている。 しかし， ササ

類などの植物が徐々に侵入してきていることも確

かである。

私たちは． この貴重な湿地を自然放置するので

はなく． 適度に手を加えることによって， 湿地に

依存する動植物にとって， 最も良い環境を保全し

ていかなくてはならないと思う。

（ホ ー ムページ：http://www.sinfonia.or.jp/~sugisaka/)

(E -Mail : sugisaka@sinfonia.or.jp) 

クロオオヒラタコメッキ神島に分布
大 平 仁 夫

本種Paraphotistus niger (Miwa, 1928)は図示し

たような体長が20mmを超すやや扁平状で光沢を

有し， 黒色で上翅が鈍い真鍮色の光沢をした大型

種である。 個体数は少なく， 愛知県内では本宮山

と棗田市大野瀬と東栄町と新城市からの記録があ

るのみで， 生態については何も判明していない 。

ここに図示したのは， 三河生物同好会会長の浅

岡孝知氏が， 神島（三重県）で採集された体長が

20mmのり個体である。 神島からは過去にも分布

記があるが， このような小島嶼にもこのような大

型種が分布することは興味のあることで， 幼虫も

含めて生態の解明をしていただきたいと思う 。

標本：三重県鳥羽市神島 3-V-2015 浅岡孝知採媒
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14-VII, 2015；西口 ， 2-VI, 2015.

河川敷周辺の灌木などでよく見られる種で ， 時

に集団で発生している。 また ， 河川敷の柳類に発

生するアブアムシ類の甘露にもよく集まる。

引用文献・参考文献

大平仁夫・浅固孝知(1976)茶臼山高原道路（県道茶臼山

高原設楽線）建設予定地域の 自然」環境調査報告書（別

刷） ：125-229 

大平仁夫(1980)愛知県豊根村の動物（コメッキムシ科） ．

83-84, 204--207.（豊根村教育委貝会）

大平仁夫(1984a)原田猪津夫氏採集のコメッキムシ(1)

三河の昆虫 ，（30): 140-142. 

----------(1984b)同上（II). 佳香蝶 ． 36,(138) : 17-19. 

-----------(1996)稲武町史（自然・質料絹） ：203-209.（コメ

ッキムシ科） ．

大平仁夫・伊藤六仁(2001)愛知 県東栄町のコメッキム

シについて ． 鳳来寺山自然科学博物館館報．（30): 1-8.

巨・ ▼ こ：
図1. A.ョッキポシコメッキ ， 早（体長7mm):

B.クロホソヒラタコメッキ ， 早(9mm):
C. キバネクチポソコメッキ ， (!'(5mm):
D.ヘリマメコメッキ ， 早(4mm):
E.チャイロツヤハダコメッキ ， (!'(12mm),
F.ナガチャクシ コメッキ ， (!'(13mm)
G.コガタシモフリコメッキ(9.5mm).

愛知県内0)低地におけるミヤマカラスアゲハ第2化0)発生期について

愛知県のミヤマカラスアゲハPapilio maackiiは、

個体数は多くはないが、 主に山地帯に広く分布す

る。 平野部の丘陵地～低山地の低地においては4

月中旬～5月上旬に成虫が少数記録されている。

しかし、 それ以後、 低地では成虫の姿は見られな

くなり、 場所によっては8月下旬以降の秋期に山

地帯より飛来したと思われる成虫が出現し、 その

早が食餌植物のカラスザンショウや植栽のキハダ

等に産卵して、 晩秋にはときどき越冬蛹になる幼

虫が見られることがある。

自分自身もこのような本種の低地での周年経過

に興味を持ちつつ、 永年、 第2化の新成虫の確認

に努めたが、全く記録できなかった。しかし、本年、

ようやく第2化の個体を確認したので、 報告する。

記録：2015年6月6日、 額田郡幸田町萩遠峯遠

望山、 1d'採集•他2d'確認； 6月1 2日、 同地、

5 J'確認； 6月1 2 

日、 蒲郡市柏原町大

迫坂野峠、 1 J'採集．

6月6日に遠望山

山頂で見られた個体

は、 いずれも新鮮で

大曽根 剛

はあったが翅は破損 低地で確認された
第2化ミヤマカラスアゲハ；

していたため、 確認 左：遠望山産、 右：坂野峠産

のため、 1個体のみ採集した。 6月12日の坂野

峠付近で得られた個体は新鮮であったことから、

主に同山の中腹以上の山腹で発生した個体が、 主

に山頂に飛来するものと思われた。

以上のことから、 愛知県内の低地では、 6月上

旬にはすでに本種の第2化の新成虫（夏型）が発

生していることがわかった。
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(12)ヒメウラナミジャノメ

く記録＞

• 岡崎市欠町， 2000.5.29, 1 6'1早 ． 大矢佑基

•岡崎市日名南町， 2000.6.11. 1 6', 杉坂美典

く解説＞

丘陵地に見られ， 市街地に飛来するのは稀であ

る。

(13)クロコノマチョウ

く記録＞

•岡崎市上地3丁目 ， 2000.5.7, 1 d'. 成瀬悠人

•岡崎市井田町， 2000.5.25, 1早 ， 杉坂美典

•岡崎市戸崎町， 2003.5.28, 1名杉坂美典

•岡崎市戸崎町． 2004.9.8, 1早 ， 杉坂美典

•岡崎市戸崎町． 2005.10.20. 1辛杉坂美典

•岡崎市竜美台 ， 2010.7.7. 1早 ， 杉浦仁美

•岡崎市六名3丁目 ， 2011.8.12, 1 d', 

杉坂美典

•岡崎市真宮町． 2011.9.18, 1 d'. 杉坂美典

•岡崎市小豆坂町， 2015.9.28, 3 d'd',

杉坂美典

く解説＞

温暖化で， 各所で見られるようになった。

3 おわりに

このような蝶が市街地で見られた場所は， 小さ

な林があったり， 植栽が施されていたりすること

が多く ， 近隣の発生地から何らかの理由で飛来し

た個体が多いと思われる。

環境緑化に努めていくことの大切さを示す事例

と言えるであろう。

私の昆虫記①メlt}li}L田川Iてジヽグロトンボを採集

ハグロトンボ(Atrocalopteryx atrata)は、 平地

から丘陵地の河川や用水路など抽水植物や沈水植

物が繁茂する環境に生息する。

筆者は本種1 d' を刈谷市丸田町の自宅庭で2015

年7月26日に採集しているので報告する。 自宅

周辺には、 用水路や池もなく、 庭に池のある家も

ない。 周辺は工場に囲まれており、 田畑もない。

原 田 究

筆者が調査活動を行っていた昭和50年以前にも、 知教育大学に隣接する洲原池にて昭和48年頃日

この周辺で見かけたことがないので、 2015年7月 視で確認している。

11日に東海地方に接近した台風によって他の地域

から飛ばされてきた可能性が高い。 平成元年発行

の刈谷市史には過去にも記録が無いが、 筆者は愛
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渥美半島(2010-IV-21) おおだの森(2011-IV-30) 作手高原(2007-VII-10)

なかったのです。 もしかして、 だれも来ないでは

ないかとの不安な気持ちが頭をよぎりました。 と

ころがです。 暫くした時でした。 浅岡さんの姿が

見えたのではありませんか。 この時、 本当に女喜し

くて心からほっと胸を撫で下ろしました。 二人で

乗船場に向かいましたが、 あいにくのこと風が強

くて船が大揺れになることが予測されましたが、

渡船は予定通りに出港すると船長さんから聞きま

した。 経験はさすがでした。 巧みな舵さばきで大

波を乗り切り、 そのお陰で無事神島に渡ることが

できました。 上陸後も強風下での採集となりまし

たが、 獲物は予想以上に満足できるものとなりま

した。 これは浅岡さんのお陰です。 またひとつ、

思い出深い一 日が増えました。 感謝。

2014年7月27日は浜松市天竜区の竜頭山でし

た。 この日、 集合場所に現れたのは判家さんだけ

でした。 本当に一人ではなくてよかったと、 きょ

うも胸を撫で下ろしました。 これが、 長年にわた

る採梨会のフィナ ー レになるかと思われたので、

採集会として思う存分愉しむことにしました。 そ

の甲斐があってか、 成果を伴った思いで深い日と

なりました。 同行の判家さんに対して、 深く感謝

する素人虫屋の私でした。

おわりに

多くの皆様と共に続け楽しんだ採集会は、 2015

年度で一区切りとすることにしました。 初心者の

頃の採集会で味わった体験の中で感動した思い

出、 そして虫好きの先輩から伝わってきたもの、

そんな場を2000年代にも虫好きと共有できたら

と、計画と案内の世話役を努めさせて頂きました。

ここに記すことが出来なかった例会はこの何倍も

ありました。 愛知県内では渥美半島・ 三河大島・

梶島・御堂山・西浦半島・三ヶ根山・豊川市財賀寺・

三河本宮山・舟着山・鳳来町亀淵渓谷・作手高原・

段戸裏谷・茶臼山・面ノ木峠・ 三河商原牧場・岡

崎市鳥川などです。 県外では長野県の蓼科高原や

下伊那郡峠山、静岡県の天竜川などがありました。

この例会の中で多くの方々から授かった虫学や、

楽しい交流もさせて頂きました。 改めてここに厚

く感謝したいと思います。 今後、 採集会という予

定はなくとも、 採集にはご一緒させて頂くことを

願って、 虫友への感謝の念を心より込めたいと思

います。終わりにあたり、すべての採集会が私とっ

ては代えがたい心の宝ものとして、 今後の励みに

したいと心から思う心境です。

引用文献

1.大平仁夫(1966)発刊のことば ． 三河昆虫研究会連絡会

報(1): 1.

2. 三河昆虫研究会連絡会報事務局(1966)昭和40年段の

主な行事 ． 三河昆虫研究会連絡会報． （1) : 5-6

3.高柳久和・山崎隆弘(1966)ギフチョウ採集会 ． 三河昆

虫研究会連絡会報 ， （2) : 6-8

4. 浅岡孝知(2008)佐久島の採梨会 ． 三河の昆虫 ． （55) 

684

5. 小鹿 亨(2010) 2009年の佐久島調査同行記 ． 三河の

昆虫， （57) : 727.

6．伊藤昭博(2011)神島採集記 ． 三河の昆虫， （58) : 752

7.伊藤昭博(2012) 2011年の採集会の概要と「しらびそ

高原」採集記 ． 三河の昆虫 ． （59) : 775.

8.伊藤昭博(2013)長野県平谷村長者峰・高嶺採梨会 ． 三

河の昆虫 (60) : 802.

9.判家卓司(2015)篠島採集記 ． 三河の昆虫 ． （62) : 843-

844.
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寺下正消さんを偲んで

寺下正消さんは， 愛知教育大学職業科の15回

生で， 昆虫研究室に入り， 神谷一 男教授から昆虫

学の指導を受けた最後のクラスの方です。 足助町

則定の生まれで． 昆虫研究室が主催した第一 次八

重山諸島の昆虫頬の調査を約30日間調査。 当時

はまだ米軍の統治下にあって． 通貨はドル（＄）で，

鹿児島港から船で渡航 ， 那覇港では税関の検査と

検疫があった。 島内は至る処に戦跡が残っている

中での調査であった。 ただ 熱帯の青空と灼熱の

太陽を浴びて舞うツマベニチョウの美し姿は忘れ

られない。

石垣島では寺下さんは， 同僚の飯尾さんと西表

島の横断を決行， 途中で道に迷い， ハブの出没す

る山中で野宿するハプニングがあった。

大学を出て． 地元の学校の教師になり ． 退職後

家に昆虫研究室（図）を作り， 地域の子供たちを

集めて昆虫教室を開いて昆虫新聞を出したりさ

れていた。 その後にも毎年のように石垣島や西表

島や波照間島などに出かけて調査をされていた。

2005年に虫仲間の権田武さんや水野宏さんらと西

表島などに行かれたのが虫屋たちとの最後の旅

であった。 手紙ではいつも会のことを気にして，

手助けすることはないかと書いてこられた。

寺下さんは， 日常はいつも控えめで静かに物事

を処理されていた。 脳内出血をされ， 療養をされ

大 平 仁 夫

ていたが2015年8月に71オの若さで他界された。

心から哀悼の意を表します。（大平記）

黒島研究所で海ガメを放流の寺下さんとのり子夫人
（平成26.12.14)

寺下さんの研究室（背後の建物）の整理の手伝い
（平成27.ll.19)

（右より寺下のり子 、 大平仁夫、 浅岡孝和 、 山崎隆弘）

私の昆虫記②メlt}li丸川IBJて？］レリカミキリを記録
原 田 究

ルリカミキリ(Bacchisa fortunei)は5月に出現し、 夕方頃留まっているのを採集したので報告する。

ヒメリンゴや梨、 ウシコロシなどバラ科の生木に

見られ、 葉脈や葉柄を後食する。 近年の都市化に

伴い姿を消しつつあったがセイヨウベニカナメモ

チ（レッドロビン）の生け垣の増加に伴い本種の

個体数も増えている。 筆者は本種l早を2015年5

月23日に刈谷市丸田町の自宅庭のリンゴの枝に




